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【はじめに】放射線検出器の一つであるシンチレーション検出器は，医療イメージングシステム

やセキュリティ検査装置等に広く応用されている．ZnS:Ag, CsI:Tl等をはじめとするハライドは，

高い発光量が得られるシンチレータ材料として知られており，近年，三元系の複合ハライドに関

しても，単結晶を中心に優れた特性が報告されている[1,2,3]．一方，セラミックスは単結晶に比べ，

低温合成可能，大型化容易，形状自由度・組成均一性が高いという利点を有することから，シン

チレータにおいても研究が進んでおり[4]，粒界散乱等の欠点を克服し単結晶を凌駕する特性が報

告されつつある[5,6]．こうした背景に基づき，TlMg系複合ハライドのセラミックス化を検討した． 

【実験方法】セラミックスの作製は放電プラズマ焼結法により行った．得られた試料につき X 線

励起ラジオルミネッセンス(XRL)スペクトル，励起蛍光スペクトル測定，および 137Csγ線照射時

の波高スペクトル測定と時間スペクトルを測定した． 

【実験結果】 図 1に一例として，得られた TlMgCl3セラミックスの XRLスペクトルを示す．単

結晶の報告例[1]と同様に 430 nmにピークを持つ発光が得られた． 

        図 1  XRLスペクトル 
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